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台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に

関
す
る
一
考
察
（
五
）
―
建
築
様
式
及
び
装
飾
備
品
を
中
心
に

（Ⅰ
）
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
部 

力 

 
 
 
 
 
 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
前
四
稿
に
引
き
続
い
て
、
現
代
の
台
湾
（
中
華
民
国
）
の
人
々
、
特
に
カ
ト
リ
ッ

ク
・
キ
リ
ス
ト
教
（
以
下
「
天
主
教
」
と
す
る
）
信
者
（
以
下
「
天
主
教
徒
」）
の
持
つ
「
宗
教

意
識
」
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
、
現
地
調
査
報
告
の
続
編
で
あ
る
(1)
。 

前
稿
で
は
「
図
・
像
」
を
中
心
に
事
例
報
告
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
建
築
様
式
や

そ
の
形
状
、
ま
た
建
築
物
の
付
随
品
・
装
飾
品
、
ま
た
建
築
物
内
の
安
置
物
な
ど
、「
図
・
像
」

以
外
の
物
を
、
主
な
対
象
と
す
る
。
訪
問
調
査
地
域
は
、
前
稿
同
様
台
北
市
全
域
と
新
北
市
、

基
隆
市
で
あ
る
。 

 
 

一
、「
建
築
様
式
及
び
装
飾
備
品
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

 

前
稿
で
は
「
図
・
像
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
は
一
連
の
報
告
に
お
い
て
「
マ
リ

ア
像
」
が
現
代
台
湾
に
お
け
る
「
宗
教
意
識
」
を
検
討
す
る
際
の
、
一
指
標
に
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
り
、
ま
た
関
連
す
る
研
究
成
果
を
鑑
み
た
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

今
回
、
従
前
に
加
え
て
「
建
築
様
式
及
び
装
飾
備
品
」
を
項
目
と
し
て
立
て
た
の
は
、
こ
れ

も
、
一
連
の
本
件
関
連
報
告
に
お
い
て
、「
マ
リ
ア
像
」
を
考
察
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
場
合

で
さ
え
も
様
々
な
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
多

様
な
検
討
例
が
、
台
湾
の
天
主
教
教
会
（
以
下
、
天
主
堂
）
に
存
在
す
る
こ
と
が
調
査
の
過
程

で
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
装
飾
備
品
」
の
内
、「
神
位

（
位
牌
）」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
天
主
堂
に
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
マ
リ
ア
像
」
に
注

視
す
る
だ
け
で
は
、
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
「
図
・
像
」
に
つ
い
て
は
、
思
想
的
背
景
と
し
て
若
桑
氏

や
内
田
氏
の
研
究
成
果
を
取
り
上
げ
た
が
(2)
、
そ
の
文
脈
で
の
説
明
だ
け
で
は
難
し
い
、「
新

し
い
形
で
の
宗
教
意
識
の
表
出
」
例
を
本
報
告
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

「
建
築
様
式
お
よ
び
装
飾
備
品
」
が
本
稿
で
の
項
目
立
て
で
あ
る
が
、
そ
の
項
目
立
て
か
ら
こ

ぼ
れ
る
例
も
、
極
力
拾
い
上
げ
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

 

本
稿
の
報
告
趣
旨
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
前
稿
、
前
々
稿
で
も
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、

本
来
、
本
報
告
に
関
連
す
る
一
連
の
報
告
は
「
現
代
台
湾
に
お
け
る
宗
教
意
識
の
表
出
」
で
あ

る
が
、
そ
の
背
景
に
「
一
六
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
活
動
の
影
響
」
に
つ
い
て
の
検
討
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
連
の
最
初
の
報
告
で
あ
る
拙
稿
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・

キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
―
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
る
問
題
―
」
の

中
で
、一
六
世
紀
に
東
ア
ジ
ア
地
域
に
到
来
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
活
動
が
、「
現
地
文
化
へ
の

適
応
」
と
い
う
方
針
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
一
八
世
紀
清
朝
中
国
で
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
士
追
放
運
動
の
素
因
と
な
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。 

 

こ
の
「
典
礼
問
題
」
の
素
因
と
し
て
の
「
適
応
主
義
」
に
つ
い
て
は
最
近
、
新
た
な
知
見
が

示
さ
れ
て
い
る
が
(3)
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
「
典
礼
問
題
」
は
現
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
は
現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
解
決
を
「
歴
史
事
実
」
に
見
い
だ
そ
う
と
企
図

し
て
い
る
も
の
が
一
連
の
報
告
の
趣
旨
で
も
あ
る
。
こ
の
「
適
応
主
義
」
は
元
々
、
東
ア
ジ
ア

地
域
の
巡
察
師
で
あ
っ
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
（
中
国
名
は
范
礼
安
、
イ
タ

リ
ア
人
、
一
五
三
九
～
一
六
〇
六
）
が
示
し
た
方
針
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
中
国
で
活
動
を
行

っ
た
彼
の
弟
子
で
あ
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国
名
は
利
瑪
竇
、
イ
タ
リ
ア
人
、
一
五
五
二
～

一
六
一
〇
）
が
、
布
教
に
応
用
し
た
こ
と
か
ら
「
利
瑪
竇
（
的
）
規
矩
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
自
体
は
、
康
煕
帝
が
一
七
〇
七
年
に
発
し
た
文
書
に
出
て
く

る
言
葉
で
あ
る
（「
康
煕
与
羅
馬
使
節
関
係
文
書
第
四
」）
が
(4)
、
そ
の
内
実
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
。
代
表
的
な
点
で
は
、「
祖
先
祭
祀
」「
孔
子
の
扱
い
」「
儒
教
的
上
帝
の
取
り
扱
い
」「
中

国
人
信
者
へ
の
秘
蹟
の
授
け
方
」「
聖
母
マ
リ
ア
の
取
り
扱
い
」
な
ど
、
リ
ッ
チ
の
主
著
で
あ
る

『
天
主
実
義
』
を
始
め
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
漢
文
著
述
の
中
に
は
、
濃
厚
に
こ
の
「
利
瑪

竇
的
規
矩
」
の
特
徴
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
の
内
実

に
関
す
る
分
析
は
稿
を
改
め
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
「
典
礼
問
題
の
素
因
と
な
っ
た
適
応
主

義
と
し
て
の
利
瑪
竇
的
規
矩
」
が
現
代
の
、
特
に
台
湾
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
、

そ
し
て
最
終
的
に
リ
ッ
チ
ら
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
達
が
目
指
し
た
「
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
カ
ト
リ

ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
、
現
地
調
査
を
通

し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
稿
で
示
し
た
「
図
・
像
」

に
加
え
て
、「
宗
教
意
識
」
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
建
築
様
式
」
や
「
装
飾
備
品
」
を

も
取
り
上
げ
、
ま
た
、
一
連
の
報
告
の
最
初
に
取
り
上
げ
た
「
祖
先
祭
祀
」
と
の
関
連
を
踏
ま
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え
、
日
本
で
は
一
般
的
に
は
仏
壇
に
置
か
れ
る
「
位
牌
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
由
来
を
含
め
て

考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

二
、
マ
リ
ア
像
を
祀
る
屋
外
聖
殿
や
天
主
堂
の
「
建
築
様
式
」
及
び
装
飾
物
に
つ
い
て 

  

以
前
、
本
テ
ー
マ
の
拙
稿
「
（
三
）」
で
、
「
51
輔
仁
大
学
構
内
」
に
あ
る
、
マ
リ
ア
像
な
ど

を
祀
っ
て
（
安
置
し
て
）
い
る
、
教
会
敷
地
内
の
屋
根
付
き
庵
の
よ
う
な
建
造
物
（
以
下
、「
屋

外
聖
殿
」
と
す
る
）
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
左
上
写
真
）。 

 
 
 

 

こ
れ
ら
の
屋
外
聖
殿
に
は
、
マ
リ
ア
像
や
ヨ
セ
フ
像
な
ど
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
中
華
風
様
式
で
あ
る
も
の
も
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
。
例
え
ば
、
本
稿
で
た
び
た
び
取
り

上
げ
る
こ
と
と
な
る
「
57
耶
穌
聖
體
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」
の
屋
外
聖
殿
は
右
下
の
よ
う
な

形
状
で
あ
る
。
類
似
の
形
状
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
教
堂
で
見
る
こ
と
が
出
来

た
が
（
写
真
左
）、
何
故
こ
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
の
か
、
当
地
の
神
父
達
か
ら
は
、
明
確
な 

 
 

 
 

 
 

回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
「
89
四
脚
亭
露
德
聖
母
朝
聖
地
」

の
ヨ
セ
フ
像
は
、
左
写
真
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
前
述
の
「
マ
リ
ア
像
」

の
よ
う
な
、「
中
華
風
様
式
」
に
す
る
必
要
は
無
い
し
、
ま
た
、
祀
ら
れ
て
い
る
「
マ
リ
ア
像
」

そ
の
も
の
も
、
こ
こ
で
は
「
純
西
洋
風
」
の
マ
リ
ア
像
で
あ
る
。
し
か
し
、「
マ
リ
ア
像
」
を
祀

る
屋
外
聖
殿
が
こ
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
の
は
、
何
か
し
ら
、
理
由
が
あ
る
の
で
は
無
い
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
マ
リ
ア
像
の
脇
に
掲
げ
て
あ
っ
た
石
版
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
文
字
が
彫
ら 

 
 

れ
て
い
た
（
写
真
左
上
）。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
の
中
で
も
取
り
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る

「
天
上
聖
母
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
こ
の
称
号
が
本
来
、「
媽
祖
」
に
用
い
ら
れ
る
称
号
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
(5)
。
更
に
、
こ
の
反
対
側
の
石
版
（
左
下
）
に
は
「
利
瑪
竇

（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）」
の
文
字
も
見
え
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
と
の

関
係
を
連
想
さ
せ
る
建
築
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
今
年
は
（
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
）
贖
い
の
聖
年
（
一
九
八
三
）
に
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
利
瑪
竇
神
父
が
、

我
が
中
国
に
到
来
し
て
福
音
宣
教
を
始
め
て
、四
〇
〇
周
年
で
あ
る
。四
脚
亭
の
信
者
一
同
は
、

こ
こ
に
露
徳
聖
母
（Lady of Lourdes

）
の
像
を
建
立
し
、
捧
げ
る
こ
と
と
す
る
。」  

 
 

 

以
上
は
、
聖
母
像
を
祀
っ
た
「
屋
外
聖
殿
」
の
形
状
上
の
特
徴
で
あ
る
が
、「
天
主
堂
そ
の
も

の
形
状
」
が
「
中
華
風
」
で
あ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
「
33
台
北
総
主
教
公

署
」
（
次
頁
写
真
上
）
の
屋
根
形
式
を
取
り
上
げ
た
際
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
(6)
、
そ
れ

以
後
の
現
地
調
査
で
も
、
い
く
つ
か
の
例
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

51 輔仁大学構内 

57 耶穌聖體堂（陽明山天主堂） 

72 聖安多尼朝聖地 

89 四腳亭露德聖母朝聖地 

89 四脚亭露德聖母朝聖地 

（
前
半
部
文
章
） 

今
當
救
贖
聖
年
適
利
瑪
竇
神 

父
來
我
中
華
傳
佈
福
音
四
百
週 

年
四
脚
亭
教
友
特
此
修
建
露
徳 

聖
母
像
奉
献
給
（
…
略
） 
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例
え
ば
、
こ
の
「
68
聖
若
望
天
主
堂
」
は
、
二
〇
一
三
年
に
「
中
華
殉
道
聖
人
朝
聖
地
」
と
改

称
さ
れ
た
天
主
堂
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
信
者
協
会
長
の
李
榮
宗
氏
に
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が

出
来
た
が
、
こ
の
「
中
華
風
」
建
築
様
式
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
李
氏
は
「
天
主
教
の
教

会
で
す
が
、
中
華
圏
で
殉
教
し
た
方
々
を
祀
る
教
会
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
式
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
は
元
々
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
で
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
結

果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
建
築
様
式
を
持
つ
天
主
堂
に
勤
め
て
い
ま
す
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は

こ
う
は
い
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て
下
さ
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
著
者
自
身
が
見

た
限
り
で
の
台
湾
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
建
築
様
式
」
を
持

つ
教
堂
は
無
く
、「
カ
ト
リ
ッ
ク（
天
主
教
）」と
の
違
い
が
如
実
に
表
れ
た
天
主
堂
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
主
堂
の
名
称
で
あ
る
「
中
華
殉
道
聖
人
」
と
は
、
中
国
大
陸
で
殉
教
し
た
一
二
一
名
の

キ
リ
ス
ト
教
神
父
及
び
信
徒
を
指
し
た
名
称
で
あ
り
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
日
の
董
文
學
神

父
を
始
め
と
す
る
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
ま
で
に
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
に
よ
っ
て
列
聖

さ
れ
た
人
々
の
総
称
で
あ
る
(7)
。
こ
の
列
聖
は
、
台
湾
（
中
華
民
国
）
天
主
教
教
会
の
要
望
に

よ
る
も
の
で
も
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
、
大
陸
側
（
中
華
人
民
共
和
国
・
中
国
天
主
教
愛
国
会
及

び
中
国
天
主
教
主
教
団
）
は
「
内
政
干
渉
で
あ
り
攻
撃
的
で
あ
る
」
と
し
て
激
し
く
反
発
し
た
(8)
。 

 

以
上
が
、「
屋
外
聖
殿
」
の
屋
根
及
び
天
主
堂
そ
の
も
の
建
築
様
式
の
特
徴
で
あ
る
が
、
前
述

の
「
57
耶
穌
聖
體
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」
は
、「
天
主
堂
屋
根
の
装
飾
」
に
も
大
変
ユ
ニ
ー
ク

な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
左
上
の
写
真
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
屋
根
飾
り
は
、「
脊
獣

(

走
獣)

」
と
呼
ば
れ
る
物
で
(9)
、「
脊
獣
」
は
元
々
「
五
脊
六
獣
」
の
略
称
で
あ
り
、「
魔
除
け
」

と
し
て
屋
根
に
付
さ
れ
る
装
飾
で
あ
る
。
例
え
ば
、
左
の
写
真
は
「
王
慶
安
」
と
い
う
人
物 

 
 
 

 
 

 

33 台北総主教公署 

71 中和天主之母堂 教堂 

71 中和天主之母堂 入口 

71 中和天主之母堂 公佈欄 

68 聖若望天主堂「中華殉道聖人朝聖地」 

同上「中華殉道聖人朝聖地」入口 

57 耶穌聖體堂（陽明山天主堂）屋根装飾 

「福園」門牌（新北市新店区） 

同上「福園」六角堂屋根装飾（脊獣） 
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の
「
百
歳
」
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
「
福
園
」
と
い
う
公
園
で
あ
る
(10)
。
こ
の
公
園
入
り
口

の
門
牌
左
右
に
は
、
向
か
っ
て
左
側
に
聖
母
マ
リ
ア
像
が
、
右
側
に
は
六
角
堂
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
六
角
堂
の
中
に
は
何
も
置
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
屋
根
の
形
状
は
、
写
真
三
段
目
の

通
り
で
あ
る
。
こ
の
六
角
堂
は
、
純
粋
に
「
中
華
風
建
築
物
」
で
あ
る
の
で
、
屋
根
の
装
飾
物

に
「
脊
獣
」
が
あ
っ
て
も
違
和
感
は
無
い
。
し
か
し
、「
57
耶
穌
聖
體
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」

の
屋
根
飾
り
は
、「
天
主
堂
の
屋
根
装
飾
」
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
何
故
、
こ
の
よ

う
な
屋
根
飾
り
が
天
主
堂
の
屋
根
に
施
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。元
々
こ
の
天
主
堂
が
、

近
辺
に
あ
っ
た
駐
留
米
軍
の
宿
舎
関
係
者
の
礼
拝
堂
と
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
(11)
、
建

築
様
式
に
「
中
華
風
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
必
然
性
は
無
い
は
ず
で
あ
る
が
、
周
辺
住
民
へ
の

「
配
慮
」
で
あ
ろ
う
か
、「
57
耶
穌
聖
體
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」
は
屋
外
聖
殿
、
屋
根
の
形
状
、

更
に
は
後
述
の
教
堂
内
天
井
画
、
そ
し
て
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
「
門
衛
獣
神
像
」
な
ど
随
所

に
「
習
合
」
の
形
跡
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
屋
根
飾
り
と
し
て
の
「
脊
獣
」
は
、
主
に
道

観
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
天
主
堂
」
に
と
っ
て
は
、
恐
ら
く
パ
リ
の
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
等
に
見
ら
れ
る
「
ガ
ル
グ
イ
ユ
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
守
護
神
」（
魔

除
け
）
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
(12)
。
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
「
57
耶
穌

聖
體
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
「
習
合
」
的
特
徴
を
有
す
る
天
主
堂
で
あ

っ
た
。 

 

以
上
が
「
屋
外
聖
殿
」
及
び
「
建
築
様
式
」「
屋
根
飾
り
」
に
見
ら
れ
る
「
習
合
」
的
特
徴
を

有
す
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
外
見
的
」
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
「
周
囲
へ
の
配

慮
」
に
基
づ
く
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
内
部
の
形
状
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
内

部
は
本
来
純
粋
に
「
天
主
教
信
徒
」
の
た
め
の
空
間
で
あ
り
、
周
囲
に
い
る
と
想
定
さ
れ
る
信

条
を
異
に
す
る
人
々
へ
の
配
慮
は
不
要
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
信
徒
の
宗
教
意
識
の
表
れ
を
と
ら

え
る
た
め
に
好
適
の
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

三
、
天
主
堂
教
堂
内
に
お
け
る
天
井
画
・
形
状
・
装
飾
備
品
に
つ
い
て 

  

次
の
写
真
（
右
斜
め
）
下
は
、
前
稿
（「
四
」）
の
最
後
に
紹
介
し
た
「
57
耶
穌
聖
體
堂
（
陽

明
山
天
主
堂
）」
の
天
井
画
で
あ
る
が
、
そ
の
構
図
か
ら
言
っ
て
「
最
後
の
晩
餐
」
で
あ
ろ
う
。

イ
エ
ス
を
取
り
囲
む
十
二
大
弟
子
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
人
物
が
誰
な
の
か

は
比
定
で
き
な
い
。
こ
の
天
主
堂
は
、
前
述
の
通
り
多
く
の
「
習
合
的
特
徴
」
持
つ
が
、「
天
井

画
２
」
の
写
真
も
恐
ら
く
「
創
世
記
」
の
「
創
造
の
七
日
間
」
を
描
い
た
物
と
思
わ
れ
る
が
、

中
心
に
座
っ
て
い
る
の
は
「
老
人
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
図
柄
」
が
「
七
日
間
」
に
厳
密

に
対
応
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
来
「
七
日
目
」
に
休
む
の
は
「
創
造
主
」
で
あ
る
。 

 
 
 

 

こ
の
よ
う
な
「
中
華
風
」
天
井
画
が
あ
る
一
方
で
、
同
じ
「
57
陽
明
山
天
主
堂
」
に
は
、
左
上

の
写
真
の
よ
う
な
天
井
画
も
あ
る
。
こ
れ
は
各
格
子
の
中
に
「
白
い
鳩
」
が
描
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
天
主
堂
に
見
ら
れ
る
「
白
い
鳩
」
は
、
一
般
的
に
は
「
三
位
一
体
に
お
け
る
聖
霊
」
を

表
わ
す
も
の
で
あ
る
(13)
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
模
様
は
純
粋
に
「
西
洋
的
」
と
言
え
る

物
で
あ
り
、
こ
の
天
主
堂
に
は
「
中
華
風
」
と
「
西
洋
風
」
が
「
共
在
」
し
て
い
る
と
も
言
え

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
西
洋
的
模
様
（
図
柄
）」
は
先
に
「
中
華
風
建
築
様
式
を
持
つ
天
主

堂
」
と
し
て
紹
介
し
た
「
68
中
華
殉
道
聖
人
朝
聖
地
」
の
天
井
画
に
も
見
ら
れ
る
（
左
下
写
真
）。

こ
の
十
字
架
に
は
「
ぶ
ど
う
と
小
麦
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
ぶ
ど
う
は
「
命
の
木
」
で

あ
り
、
ぶ
ど
う
の
木
を
植
え
た
ぶ
ど
う
園
は
「
天
の
国
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、
ぶ
ど
う
の
実

で
出
来
た
ぶ
ど
う
酒
は
「
キ
リ
ス
ト
の
血
」
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ら

は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
「
原
義
」
に
近
い
シ
ン
ボ
ル
を
描
い
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
図
柄
に
限
れ
ば
、
そ
こ
に
「
適
応
主
義
」
の
影
響
は
全
く

見
ら
れ
な
い
(14)
。 

 
 

 
 

同上 天井画２ 

57 陽明山天主堂天井画３ 

68 中華殉道聖人朝聖地 

天井画 

57陽明山天主堂天井画

１ 
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そ
の
一
方
で
、
左
上
の
写
真
の
よ
う
に
「
鳳
凰
」
を
象
っ
た
も
の
、
ま
た
、
左
下
の
よ
う
な

幾
何
学
的
な
中
華
風
文
様
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
あ
る
の
も
、
こ
の
天
井
模
様
（
図

柄
）
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
選
定
さ
れ
た
経
緯
を
各
天
主
堂
で
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
信
者
の
宗
教
意
識
に
迫
れ
る
と
考
え
る
が
、
左
下
の

写
真
を
撮
影
し
た
基
隆
市
の
主
教
座
聖
堂
の
同
宿
の
方
に
こ
の
天
井
模
様
の
意
味
や
選
定
意
図

を
伺
っ
た
際
に
は
「
何
故
の
よ
う
な
模
様
が
天
井
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
私
に
は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
様
々
な
天
主
堂
を
訪
問

し
た
際
に
意
識
し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

こ
の
「
82
基
隆
市
聖
母
升
天
堂
」
は
、
前
稿
で
も
「
媽
祖
」
に
よ
く
似
た
「
聖
母
マ
リ
ア
」
の

図
画
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
紹
介
し
た
が
、教
堂
内
部
は
左
上
の
写
真
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

こ
の
教
堂
内
の
特
徴
は
、
正
面
祭
壇
上
部
に
あ
る
「
欄
間
」
に
あ
た
る
部
分
が
、
先
の
「
天
井

図
柄
」
と
組
み
合
わ
せ
を
為
し
て
い
る
よ
う
で
、
何
か
し
ら
の
意
図
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
そ
の
下
の
写
真
は
、
同
じ
基
隆
市
内
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
系
の
大
学
で

あ
る
輔
仁
大
学
付
属
高
校
（
中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
も
付
設
）
構
内
の
天
主
堂
（
礼
拝
堂
）

内
部
を
写
し
た
物
で
あ
る
が
、
こ
の
教
堂
内
に
は
ほ
と
ん
ど
全
く
「
中
華
風
的
特
徴
」
を
持
つ

も
の
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
宗
教
系
学
校
の
礼
拝
堂
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。 

 

以
上
の
よ
う
に
「
天
井
画
・
様
式
」
に
も
様
々
な
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
訪
問
調
査
で

最
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
っ
た
の
が
、
次
の
写
真
に
あ
る
「
烏
来
」
の
天
主
堂
で
あ
る
。
こ
の
天
井

の
形
状
は
一
見
し
て
も
全
体
像
が
つ
か
め
な
い
が
、
建
物
自
体
が
「
八
角
形
」
を
し
て
い
る
。

な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
形
状
な
の
か
を
司
祭
で
あ
る
蘇
崑
勇
神
父
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
信
者
達
の

八
卦
を
象
っ
た
形
状
に
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
要
望
に
添
っ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
形
状
に
な

り
ま
し
た
」
と
答
え
ら
れ
、
少
し
困
惑
の
表
情
を
浮
か
べ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ

の
天
主
堂
の
「
キ
リ
ス
ト
像
」
や
「
烏
来
」
と
い
う
土
地
柄
に
つ
い
て
は
前
稿
（「
四
」）
で
言

及
し
た
が
、他
に
も
多
く
の
特
徴
が
あ
り
、今
後
も
詳
細
な
調
査
を
行
い
た
い
天
主
堂
で
あ
る
。 

 
 
 

 

 

天
井
の
形
状
以
外
に
も
柱
の
上
部
に
あ
る
飾
り
や
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ
て
い
る
灯
籠
な
ど
、 

天
主
教
堂
内
と
し
て
は
非
常
に
文
化
的
多
様
性
に
富
ん
だ
空
間
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
右
上
の
写
真
正
面
に
は
祭
壇
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
聖
櫃
（
聖
体
を
保
存
す
る
た
め
に
聖

堂
内
に
設
置
さ
れ
た
箱
形
の
容
器
）」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
聖
櫃
の
形
状
・
模
様
も
、
こ

82 聖母升天堂（基隆市主教座）

天井装飾模様 

71 中和天主之母堂 天井画 82 聖母升天堂 教堂内部 

83 耶穌聖心堂（基隆市・輔仁大学付属

学校施設構内にある教堂）内部 

91 法蒂瑪聖母朝聖地（烏来） 教堂内 

91 法蒂瑪聖母朝聖地 教堂内 天井形状 
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の
天
主
堂
を
始
め
、
各
地
で
特
徴
的
な
物
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
以
前
（
拙

稿
「
三
」）「
５
聖
小
徳
蘭
朝
聖
地
」（
写
真
左
）
な
ど
の
例
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
91

法
蒂
瑪
聖
母
朝
聖
地
（
烏
来
）」
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
見
ら
れ
、
ま
ず
、
形
状
が
左
下
の
写

真
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
形
状
自
体
が
「
道
観
」
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
こ 

 
 
 
  

 
 
 

に
施
さ
れ
て
い
る
「
装
飾
」
は
、
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
上
：
聖
櫃
上
部
装
飾
、
中
：
祭

壇
上
部
装
飾
、
下
：
祭
壇
上
部
図
柄
）。
写
真
「
中
」
は
「
鳳
凰
」
で
、「
下
」
は
「
龍
」
で
あ

ろ
う
。「
上
」
は
判
別
し
が
た
い
が
、
先
に
紹
介
し
た
「
脊
獣
」
か
ら
類
推
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
押
魚
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
魚
」
は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
(15)
。
こ
の
「
魚
」
に
関
す
る
類
推
が
至
当
で
あ
れ
ば
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
」
を
「
中
華
文
化
的
特
徴
」
で
表
現
し
た
例
と
言
え
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

こ
の
「
91
法
蒂
瑪
聖
母
朝
聖
地
」
以
外
に
は
、
下
段
の
写
真
に
あ
る
よ
う
な
天
主
堂
の
聖
櫃

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
屋
外
聖
殿
」
が
そ
の
ま
ま
教
堂
内
に
移
設
さ
れ
た

よ
う
な
印
象
さ
え
あ
る
。
ま
た
、
左
下
の
「
63
聖
方
済
沙
勿
略
堂
」
の
聖
櫃
に
は
「
福
」
と
い

う
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
脈
か
ら
言
え
ば
「
愛
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い

よ
う
に
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
「
福
」
な
の
か
に
つ
い
て
杜
敬
一
神
父
（
イ
タ

リ
ア
人
）
に
伺
っ
た
が
、「
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

 

 

以
上
が
「
聖
櫃
」
の
形
状
に
見
る
特
徴
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
聖
櫃
」
に

は
「
二
体
の
天
使
が
羽
を
合
わ
せ
る
」
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
形
状
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、

「
瓦
を
使
っ
た
中
華
風
屋
根
」
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。「
聖
体
」
を
納
め
る
箱
で
あ
る
が
、
訪

問
し
た
多
く
の
天
主
堂
に
あ
る
聖
櫃
に
は
こ
の
よ
う
な
屋
根
が
見
ら
れ
た
。 

 

最
後
に
、
本
稿
に
お
い
て
最
も
「
台
湾
ら
し
い
」
装
飾
備
品
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
は
一

般
的
に
は
「
位
牌
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
天
主
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
考
え
て
み
た
い
が
、
台
湾
は

宗
教
的
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
る
と
同
時
に
、「
宗
教
的
雰
囲
気
が
濃
密
」な
国
で
も

あ
る
。
台
湾
を
訪
問
す
れ
ば
分
か
る
が
、
町
中
の
各
通
り
に
一
つ
、
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
「
道

観
（
道
教
寺
院
）」
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
付
随
し
て
「
寺
院
・
廟
」
も
非
常
に
多
い
。
そ
し
て

そ
れ
ら
は
古
び
な
が
ら
も
大
切
に
さ
れ
、
改
修
や
補
修
を
絶
え
ず
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ら
の
「
改
修
費
用
」
が
捻
出
さ
れ
る
だ
け
の
「
布
施
・
賽
銭
」
が
集
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
現
世
利
益
的
な
側
面
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
そ
う
い
っ
た
「
寄
付
行
為
」
は
大

変
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
心
（
信
仰
心
）」
あ
ふ
れ
る
台
湾
で
は
、
道
教
と
仏
教
が

混
淆
し
、
更
に
儒
教
的
価
値
観
も
根
付
い
て
い
る
（
通
り
の
名
前
に
「
中
山
（
建
国
の
父
孫
文

の
号
）」
や
「
長
安
」
な
ど
以
外
に
「
忠
孝
」「
仁
愛
」「
承
徳
」
等
の
名
称
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

そ
れ
ら
は
理
解
で
き
よ
う
）。
そ
の
よ
う
な
台
湾
だ
か
ら
こ
そ
、「
宗
教
を
信
じ
る
人
々
」
が
多

５聖女小德蘭朝聖地教堂聖櫃 

 

91 法蒂瑪聖母朝聖地 聖櫃 

 

上：「押魚」？ 

中：「鳳凰」であろう。 

下：「双龍」 

82 聖母升天堂（基隆市 主教座） 

63 聖方済沙勿略（フランシス

コ・ザビエル）堂（文山区） 
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数
お
り
、
そ
の
一
方
で
「
特
定
の
宗
教
へ
の
帰
属
意
識
」
も
折
り
重
な
っ
て
い
る
状
況
に
見
え

る
。
例
え
ば
、
観
光
名
所
で
あ
る
「
龍
山
寺
」
は
「
道
教
系
建
築
物
」
と
「
仏
教
系
建
築
物
」

が
同
一
境
内
に
あ
り
、
参
詣
者
は
そ
の
境
を
意
識
す
る
こ
と
無
く
、
巡
る
。
ま
た
、
寺
院
に
行

け
ば
、「
護
法
神
」
が
お
り
、「
道
観
」
に
行
け
ば
「
お
釈
迦
様
」
も
「
媽
祖
」
や
「
文
晶
帝
君
」

な
ど
と
同
列
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
は
そ
こ
に
は
祀
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、「
位
牌
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
天
主

堂
で
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

元
々
、「
位
牌
」
と
言
え
ば
「
仏
教
」、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
加
地
伸
行
氏
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
違
う
そ
う
で
あ
る
(16)
。
簡
単
に
言
え
ば
、
仏
教
で
言
う
「
位
牌
」
と
は
儒
教
で
言

う
と
こ
ろ
の
「
神
主
（
し
ん
し
ゅ
）（
ま
た
は
木
主
（
ぼ
く
し
ゅ
））」
で
あ
り
、
仏
教
が
儒
教
か

ら
取
り
入
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
も
「
仏
教
儀
礼
」
と
し
て
伝
わ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
儒
教
関
係
施
設
で
「
朱
熹
（
字
は
元
晦
、
仲
晦
な
ど
、
号
は
晦
庵
。
ま
た
朱
子
、
紫
陽

朱
夫
子
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）」
を
祀
っ
た
書
院
(17)
で
は
、
次
の
よ
う

な
「
神
主
（
神
位
）」
が
安
置
し
て
あ
る
。 

 
 

 

 

最
近
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
「
儒
教
の
神
主
（
木
主
・
神
位
）」
は
な
じ
み
が
う
す
い
か
も
知

れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
仏
壇
の
「
位
牌
」
の
方
が
思
い
浮
か
べ
や
す
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ

で
は
「
位
牌
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
し
か
し
、
加
地
氏
の
指
摘
に
由
れ
ば
、
右
の
写
真
の

通
り
、
儒
教
の
「
神
主
」
の
方
が
「
本
家
」
で
あ
る
。
こ
の
「
明
志
書
院
」
に
祀
ら
れ
て
い
る

朱
子
の
「
位
牌
」
に
は
「
神
位
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
台
湾
で
は
こ
の
呼
称
の
方
が
一
般
的
の

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
神
位
」
と
書
か
れ
た
「
位
牌
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
儒
教
式
」
に
の
っ

と
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
道
観
や
寺
廟
で
見
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
仏
教
な
ど
の
「
位
牌
」

に
は
、
日
本
で
は
故
人
の
「
戒
名
」
を
記
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
儒
教
由
来
の

も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
人
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
左
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、「
58
金
山
天
主
教
聖
母
堂
」
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で

は
目
に
す
る
こ
と
が
無
い
「
位
牌
」（
そ
れ
は
「
仏
教
の
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
）
が
、

そ
れ
も
「
神
位
」
と
書
か
れ
た
「
装
飾
備
品
」
が
存
在
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
に
こ
の
「
位
牌
」

を
ど
の
よ
う
に
表
現
・
呼
称
す
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
の
で
天
主
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
位

牌
」
を
「
装
飾
備
品
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
金
山
天
主
堂
の
装
飾
備
品
は
、
本
来
仏
教
的
な
も
の
で

あ
る
「
位
牌
」
に
、
儒
教
的
な
文
言
で
あ
る
「
神
位
」
を
用
い
て
、
天
主
堂
内
に
安
置
さ
れ
て

い
る
。「
習
合
」
と
い
う
に
は
さ
さ
や
か
な
例
で
は
あ
る
が
、
台
湾
な
ら
で
は
の
「
多
宗
教
文
化
」

の
折
り
重
な
り
を
表
す
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
神
位
」
と
い
う
文
言
は
、

現
状
こ
の
金
山
天
主
堂
の
み
で
あ
る
が
、こ
れ
以
外
の
天
主
堂
で
も
、「
位
牌
に
あ
た
る
装
飾
備

品
」
を
教
堂
内
に
安
置
し
て
い
る
天
主
堂
は
大
変
多
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
台
湾
で

は
「
キ
リ
ス
ト
教
」
に
も
「
仏
教
的
概
念
」「
儒
教
的
概
念
」
が
「
無
意
識
」
に
、
取
り
込
ま
れ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 

ほ
と
ん
ど
の
天
主
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
装
飾
備
品
」
に
見
え
る
文
言
で
、
そ
の
「
神
位
」

に
あ
た
る
言
葉
と
し
て
は
、
以
下
の
写
真
に
示
す
よ
う
に
「
霊
位
」
と
い
う
言
葉
が
多
い
。
そ

れ
は
儒
教
の
「
神
位
」
と
い
う
文
言
の
「
神
」
と
い
う
文
字
の
持
つ
概
念
を
、
や
は
り
キ
リ
ス

ト
教
的
な
原
義
か
ら
す
れ
ば
(18)
、
「
故
人
」
を
祀
る
物
に
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、「
霊
位
」
と
い
う
文
言
で
「
故
人
の
霊
」
を
祀
る
、
と
い
う

発
想
は
（
苦
肉
の
策
で
も
あ
り
、
智
慧
と
し
て
も
）
理
解
し
や
す
い
。 

 
 
 

 
 

泰山区 明志書院 

紫陽朱夫子神位 

58 金山天主教聖母堂 （やや見え

づらいが「芳流徳祖 天主教友歴

代列祖列宗神位」とある。） 

 

63 聖方済沙勿略堂「中華民族 

列祖列宗霊位」とある。 

66 聖三堂(大坪林)「天主教已故

神父修士修女 大坪林堂區教

友列祖列宗之霊位」とある。 
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写
真
が
見
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、
以
下
も
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が
並
ぶ
例
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

こ
れ
ら
「
霊
位
」
以
外
の
文
言
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。 

 
 
 
 

 

  

こ
れ
ら
の
「
装
飾
備
品
」
の
は
ほ
と
ん
ど
に
「
列
祖
列
先
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
こ
れ

か
ら
推
定
さ
れ
る
の
は
、
端
的
に
こ
れ
ら
が
「
祖
先
祭
祀
」
を
示
す
道
具
で
あ
る
と
言
う
こ
と

で
あ
る
。「
祖
先
」
は
「
神
」
で
は
な
い
。
し
か
し
折
々
に
「
追
慕
」
を
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な

願
い
を
「
形
」
に
し
た
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
一
見
、「
位
牌
・
神
主
」
に
見
え
る
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
と
っ
て
、「
祈
り
」
を
捧
げ
る
相
手
は
「
神
」
以
外
に
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
と
は
違
う
「
祈
り
」
を
、
台
湾
の
天
主
教
徒
が
必
要
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の

よ
う
な
「
天
主
堂
内
の
装
飾
備
品
」
が
生
ま
れ
た
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。「
信
者
の
願
い
に
応

え
る
」
宗
教
的
解
決
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
存
在
す
る
の
だ
と
考
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
教
堂
内
の
装
飾
備
品
（
神
主
・
位
牌
の
よ
う
な
も
の
）」
に
つ
い
て
、
前
述
し

た
「
91
法
蒂
瑪
聖
母
朝
聖
地
（
烏
来
）」
の
蘇
崑
勇
神
父
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
よ
う
な
物

は
元
々
キ
リ
ス
ト
教
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
信
者
達

の
願
い
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
置
い
て
あ
り
ま
す
」
と
答
え
ら
れ
た
。
本
意
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
こ
そ
「
宗
教
が
異
文
化
に
根
付
い
て
い
く
」
た
め
に
必
要
な
条
件
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

キ
リ
ス
ト
教
は
元
々
、
中
東
で
生
ま
れ
、
そ
し
て
地
中
海
地
方
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
広
ま

り
、
そ
の
後
、
世
界
規
模
の
宗
教
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
様
々
な
「
習
合
」
や
「
変
容
」
を

行
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
に
も
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
一
六
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
そ
れ

は
同
様
で
あ
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
方
針
こ
そ
が
「
適
応
主
義
」
で
あ
り
、「
利
瑪
竇
的
規

矩
」
で
あ
っ
た
。
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
ら
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
中
国
布
教
に
於
い

て
直
面
し
た
問
題
の
一
つ
に
「
祖
先
祭
祀
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
「
儀
礼
」
と
い
う
形
で
容
認

す
る
こ
と
で
リ
ッ
チ
ら
は
解
決
を
図
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が
「
異
文
化
の
中
に
根
付
く
」
た
め
の

最
大
限
の
「
配
慮
」
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
こ
そ
「
典
礼
問
題
」
の
根
本
原
因
が
胚
胎

し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
は
国
外
追
放
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
そ
れ
ら
は

端
的
に
「
歴
史
上
の
失
敗
」
と
言
え
る
。
し
か
し
、
現
代
台
湾
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
リ
ッ
チ

ら
の
と
っ
た
方
針
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
上
で
も
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
必
要

な
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
智
慧
は
「
現
在
進
行
形
」
で
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。「
宗
教
の

自
由
」
を
保
障
さ
れ
て
い
る
台
湾
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
「
現
地
文
化
に
適
応
す

る
た
め
の
配
慮
」
も
要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
こ
そ
、
宗
教
が
活
か
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
陸
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
現
状
は
、
全
く
「
典
礼
問
題
」

の
現
代
的
再
現
で
あ
る
。
そ
こ
に
リ
ッ
チ
ら
の
残
し
た
智
慧
を
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
台

湾
は
そ
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
好
個
の
事
例
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

四
、
む
す
び
に
か
え
て 

  

以
上
が
最
近
三
年
間
に
現
地
調
査
を
行
っ
て
得
た
知
見
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
「
各
地
域
」

の
天
主
堂
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ

ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
」
を
探
ろ
う
と
し
て
き
た
が
、
今
後
は
本
稿
と
前
稿
と
で

集
約
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
新
北
市
、
宜
蘭
、
台
中
方
面
へ
と
調
査
地
域
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。「
宗
教
的
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
台
湾
で
、
異
文
化
と
し
て
の
西
洋
文
化

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
に
根
付
い
て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
「
特
徴
」

が
見
え
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
意
識
」
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
今
回
取
り
上
げ
た

天
主
堂
に
は
様
々
な
文
化
的
要
素
が
「
共
在
」
し
て
い
る
空
間
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
れ
を
否
定

55 聖高隆邦堂「北投天主堂教

友列祖列宗霊位」とある。 

59 法蒂瑪聖母朝聖地「淡水 

聖母堂信友歴代祖先考妣之霊

位」とある。 

89 露德聖母朝聖地「中華民族

歴代祖先之霊位」とある。 

82 聖母昇天堂「基隆聖母升天

堂教友祖先之霊位」とある。 

91 法蒂瑪聖母朝聖地(烏来)「中

華民族列祖列宗之位」とある。 

81 聖亞納堂「列祖列宗及本堂

已故教友恩人之位」とある。 
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的
に
と
ら
え
る
の
か
、
積
極
的
な
評
価
を
与
え
る
の
か
は
各
人
の
自
由
で
は
あ
ろ
う
が
、
現
代

の
世
界
情
勢
を
考
え
る
時
、
ま
た
中
国
と
バ
チ
カ
ン
法
王
庁
と
の
関
係
や
歴
史
的
な
典
礼
問
題

を
考
え
る
時
、
そ
こ
に
は
有
用
な
知
見
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。 

 
そ
の
よ
う
な
智
慧
を
見
い
だ
し
、
現
代
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
出
来
れ
ば
、
本
稿
で
の
考
察
も

社
会
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、「
現
代
的

課
題
解
決
の
糸
口
」
を
歴
史
に
見
い
だ
し
、
ま
た
「
歴
史
的
な
課
題
」
を
解
決
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
法
提
示
が
可
能
な
の
か
。
時
間
と
空
間
を
縦
横
に
行
き
来
し
な
が
ら
、

考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

  

《
注
》 

(1)
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
一
） 

―
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
る
問
題
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
41
号 

平
成
二
〇
年
）、「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る

一
考
察
（
二
）
―
「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報

告
』 

第
42
号 

平
成
二
十
一
年
）
、
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者

の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
三
）
―
現
地
調
査
に
お
け
る
現
状
と
課
題
―
」（
『
北
九

州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
45
号 

平
成
二
十
四
年
）
、「
台
湾
に
お
け
る
カ

ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
四
）
―
図
・
像
を
中
心
に

（Ⅰ

）
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
48
号 
平
成
二
十
七
年
） 

(2)
『
聖
母
像
の
到
来
』（
若
桑
み
ど
り
著
、
青
土
社
、
２
０
０
８
年
）、『
東
西
文
化
の
翻
訳
「
聖

像
画
」
に
お
け
る
中
国
同
化
の
み
ち
す
じ
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
訳
注
シ
リ
ー
ズ
14
、

内
田
慶
市
・
柏
木
治
編
訳
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
。 

(3)
桐
藤
薫
『
天
主
教
の
原
像 

―
明
末
清
初
期
中
国
天
主
教
史
研
究
―
』（
か
ん
よ
う
出
版
、
２

０
１
４
年
）
で
は
、
明
末
来
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
布
教
方
針
で
あ
り
、「
適
応
方
針
」
の
一
つ

で
も
あ
る
「
天
主
即
上
帝
論
」
が
、
清
朝
中
期
に
い
た
っ
て
破
綻
し
た
歴
史
的
経
緯
を
描
い

て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
所
論
を
参
照
し
な
が
ら
も
、「
現
実
的
適
応
実
態
」
と
し
て
は
現
代

に
お
い
て
も
未
だ
に
「
適
応
主
義
」
の
影
響
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
無
い
か
、

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
東
ア
ジ
ア
に
「
根
付
く
」
過
程
は
現
在
進
行

形
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
キ
リ
ス
ト
教
が
様
々
な
宗
教
・
文
化
を

包
摂
し
な
が
ら
成
長
（
変
容
）
し
て
い
く
過
程
を
、
所
を
変
え
て
な
ぞ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
霜
田
美
樹
雄
氏
の
「
あ
る
宗
教
が

広
ま
る
こ
と
、
信
仰
人
が
増
加
す
る
こ
と
は
そ
の
宗
教
が
教
義
、
礼
典
に
お
い
て
時
代
的
地

域
的
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
面
に
お
い
て
異
な
る
地
域
、
時
代
、
民
族

の
諸
性
向
に
可
能
な
限
り
習
合
で
き
る
融
通
性
、
弾
力
性
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
別
言
す
れ

ば
、
そ
の
宗
教
は
教
義
、
礼
典
に
お
い
て
、
ま
ず
土
俗
の
そ
れ
に
何
ら
か
の
形
で
習
合
す
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
指
摘
に
負
っ
て
い
る
。（
『
新
装
版 

キ
リ
ス
ト

教
は
如
何
に
し
て
ロ
ー
マ
に
広
ま
っ
た
か
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
） 

(4)
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
三
月
十
七
日
直
郡
王
張
常
住 

奏
西
洋
人
孟
由
義
等
九
人
請 

安
求
票
並
履
歴
摺
字 

 

呈 

覧 
 

奉 
 

旨
諭
衆
西
洋
人
自
今
以
後
不
遵
利
瑪
竇
的
規

矩
、
断
不
准
在
中
國
住
必
回
去
。
若
教
化
王
因
此
不
准
尓
等
傳
教
、
尓
等
既
是
出
家
人
、
就

在
中
國
住
着
修
道
。教
化
王
若
再
怪
你
們
遵
利
瑪
竇
不
依
教
化
王
的
話
、教
你
們
回
西
洋
去
。

…
」（
中
國
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
清
中
前
期
西
洋
天
主
教
在
華
活
動
檔
案
史
料
』
第
一
冊
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
頁
上
段
を
参
照
。） 

(5)
注
(1)
所
掲
、
拙
稿
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す

る
一
考
察
（
二
）
―
「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
―
」 

(6)
注
(1)
所
掲
、
拙
稿
「「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関

す
る
一
考
察
（
三
）
―
現
地
調
査
に
お
け
る
現
状
と
課
題
―
」（
一
三
八
頁
） 

(7)
劉
河
北
『
中
華
殉
道
聖
人
簡
史
畫
冊
』（
台
南
市
聞
耳
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。 

(8)
人
民
日
報
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
（W

E
B

版
「
中
国
外
交
部
発
表
声
明
強
烈
抗
議
梵
蒂

岡
《
封
聖
》
」h

ttp
://w

w
w

.p
e
o
p

le
.co

m
.cn

/G
B

/ch
a

n
n

e
l1

/  

）
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
で
あ
る
バ
チ
カ
ン
法
王
庁
（
ロ
ー
マ
教
皇
：
教
化
王
）
と
中

華
人
民
共
和
国
政
府
及
び
中
国
天
主
教
会
と
の
角
逐
に
つ
い
て
は
、
『
教
廷
的
國
際
地
位
兼

論
教
廷
與
中
國
的
関
係
』（
杜
筑
生
著
、
輔
仁
大
学
天
主
教
学
術
研
究
中
心
出
版
、
二
〇
一
二

年
）
を
参
照
。
本
稿
執
筆
者
が
「
典
礼
問
題
」
を
「
現
代
的
問
題
」
と
と
ら
え
る
理
由
は
こ

こ
に
あ
る
。
台
湾
で
は
「
宗
教
的
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
結
果
と
し
て
「
適
応
主
義
」

が
「
習
合
」
と
い
う
形
で
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
「
宗
教
の
土
着
化
」

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
「
根
付
い
て
い
る
」
と
も
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
陸
中
国
で

は
「
宗
教
的
自
由
」
は
あ
く
ま
で
政
府
の
管
轄
下
の
自
由
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
バ
チ
カ
ン

法
王
庁
」
の
「
権
威
」
は
及
ば
な
い
。
少
な
く
と
も
バ
チ
カ
ン
法
王
庁
は
中
国
天
主
教
教
会

の
司
祭
叙
任
権
な
ど
を
認
め
ず
、結
果
、神
父
が
授
け
る
秘
蹟
に
つ
い
て
も
認
め
て
い
な
い
。

中
国
政
府
側
も
こ
の
よ
う
な
バ
チ
カ
ン
法
王
庁
に
よ
る
「
列
聖
」
を
「
内
政
干
渉
」
と
し
、
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現
在
、
交
渉
は
進
ん
で
い
な
い
。「
決
裂
」
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
典
礼
問
題
」
の
再
現
と
な
る
。 

(9) 

高
藤
晴
俊
『
図
説
社
寺
建
築
の
彫
刻
』（
東
京
美
術
、
一
九
九
九
）
や
王
抗
生
『
中
国
伝
統

図
案
系
列 

中
国
瑞
獣
図
案
』（
南
天
書
局
有
限
公
司
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。 

(10)
「
王
公
慶
安 

百
齢
紀
念
公
園
」（
新
北
市
新
店
区
新
烏
路
二
段
一
九
九
巷
） 

(11) 
吳
坤
霖
「
陽
明
山
山
仔
后
美
軍
眷
区
住
居
空
間
変
遷
之
研
究
―
一
個
跨
文
化
社
群
的
生
活

空
間
」（
碩
士
論
文 

淡
江
大
学
）
を
参
照
。 

(12)
飾
り
物
と
し
て
の
「
獣
神
」
に
は
「
仙
人
騎
鳳
、
麒
麟
、
鳳
凰
、
獅
子
、
海
馬
、
天
馬
、
押

魚
、
狻
猊
、
獬
豸
、
斗
牛
、
行
什
」
の
十
一
種
類
が
代
表
的
な
物
と
し
て
あ
る
。「
福
園
」
の

屋
根
に
は
「
仙
人
騎
鳳
、
麒
麟
、
獅
子
」
の
像
が
あ
る
一
方
、
陽
明
山
天
主
堂
に
は
「
仙
人

騎
鳳
や
麒
麟
」
は
無
く
、
代
わ
り
に
「
象
、
海
馬
」
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、「
造

家
寮 

建
築
探
偵
」
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w

.g
e
o
citie

s.jp
/e

d
e
lfa

lte
r/a

rch
_
se

k
iju

.h
tm

）

に
は
大
変
有
益
な
指
摘
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大

聖
堂
と
ガ
ル
グ
イ
ユ
に
つ
い
て
は
、
馬
杉
宗
夫
『
黒
い
聖
母
と
悪
魔
の
謎 

キ
リ
ス
ト
教 

異

形
の
図
像
学
』（
講
談
社
現
代
新
書
１
４
１
１
、
一
九
九
八
年
、
第
８
章
）
を
参
照
。 

(13)
『
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
イ
エ
著
、
武
藤
剛
史
訳
、
文
庫
ク
セ
ジ

ュ
９
５
０
、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
、
九
五
頁
）
を
参
照
。「
白
鳩
」
は
こ
の
他
に
「
け
が
れ

な
さ
、
貞
潔
」
な
ど
を
表
わ
す
こ
と
も
あ
る
。 

(14)
同
前
掲
書
七
二
頁
（
小
麦
）
一
四
八
頁
（
ぶ
ど
う
）
を
参
照
。 

(15)
同
前
掲
書
七
五
頁
（
魚
）
を
参
照
。 

(16)
加
地
伸
行
『
沈
黙
の
宗
教 

―
儒
教
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
。

元
は
筑
摩
書
房
か
ら
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
五
二
～
五

五
頁
）
。「
…
さ
て
頭
蓋
骨
で
あ
る
が
、
死
者
の
頭
蓋
骨
で
は
気
持
ち
が
悪
い
の
で
、
し
だ
い

に
代
替
物
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
は
魌
頭
、
す
な
わ
ち
死
者
の
顔
に
似
せ
た
マ
ス

ク
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
異
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
単
純
化
し
、
象
徴
化
し
て
生
ま
れ
た
も

の
が
、
木
の
板
で
作
っ
た
神
主
（
木
主
と
も
言
う
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
…
中
略
）
こ
の

神
主
に
魂
・
魄
を
依
り
つ
か
せ
る
招
魂
再
生
儀
礼
が
、
儒
教
流
に
言
え
ば
、
祖
先
祭
祀
な
の

で
あ
る
。（
…
中
略
）
中
国
仏
教
は
、
こ
の
神
主
を
祭
る
こ
と
す
な
わ
ち
祖
先
祭
祀
を
取
り
入

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
神
主
を
位
牌
と
称
し
、
先
祖
供
養
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
当
然
、
日
本
仏
教
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。」
つ
ま
り
、「
（
魂
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

の
）
位
牌
」
は
、
元
々
、
儒
教
（
で
言
う
「
神
主
」
）
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

(17) 

明
志
書
院
（
泰
山
区
明
志
路
二
段
二
七
六
号
）
は
、
泰
山
郷
の
紳
士
で
あ
る
胡
焯
猷
が
、

私
財
を
投
じ
て
建
立
し
た
書
院
。
一
七
六
三
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、
一
九
一
〇
～
一
九
二
〇

年
の
間
に
、
倒
壊
。
改
め
て
一
九
二
〇
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

(18)
東
ア
ジ
ア
で
の
天
主
教
布
教
に
お
け
る
訳
語
の
問
題
、
特
に
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
様
々
な
問
題
提
起
が
為
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
鈴
木
範
久
「《
カ
ミ
》
の

訳
語
考
」（
藤
田
富
雄
編
『
講
座
宗
教
学 

第
４
巻 

秘
め
ら
れ
た
意
味
』
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
七
年
、
第
８
章
）
を
始
め
、
大
野
晋
『
日
本
人
の
神
』（
河
出
文
庫
、
二
〇
一
三

年
、
第Ⅴ

章
）
、
海
老
沢
有
道
『
日
本
の
聖
書 

聖
書
和
訳
の
歴
史
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
９

０
６
、
１
９
８
９
年
）、『
ポ
ル
ト
ガ
ル 

エ
ヴ
ォ
ラ
新
出 

屏
風
文
書
の
研
究
』（
海
老
沢
有

道
・
松
田
毅
一
著
、
ナ
ツ
メ
社
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

《
本
稿
で
取
り
上
げ
た
各
天
主
堂
の
割
り
付
け
番
号
及
び
所
在
地
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参

照
。》 

 

・
本
報
告
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
２
５
年
度
「
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
在
外
研
究
員
区

分
（
Ｂ
）」
に
よ
る
派
遣
助
成
を
受
け
、
台
湾
国
立
台
北
科
技
大
学
（
建
築
系
楊
詩
弘
助
理
教

授
教
導
）
で
の
滞
在
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
従
前
同
様
、
現
地
調
査
過

程
で
は
台
湾
師
範
大
学
の
藤
井
倫
明
氏
・
金
培
懿
氏
に
特
段
の
配
慮
を
賜
っ
た
。
併
せ
て
こ

こ
に
、
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

・
本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）」（
課
題
番
号
２
４
５
２

０
０
４
７
「
来
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
『
天
学
初
函
』
に
見
る
異
文
化
概

念
の
理
解
と
齟
齬
―
」2

0
1
2

～2
0
1
5

年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
五
年
十
一
月
九
日 

受
理
） 
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